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S32c The VSOP Survey and its statistical results
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VSOP観測は約３０パーセントの観測時間が共同利用観測とは別に、定常的にVSOPサーベイ・プログラムに
あてられてきた。このサーベイの主要ターゲットは５ＧＨｚにおいてもっとも明るい２８９個のコンパクト連続
波源である。この AGNサーベイの主な目的は、１）もっとも明るいコンパクト電波源について、地上での多波
長の観測とあわせ、その統計的性質を決定すること、２）未来のより高分解能、高感度の観測のための天体リス
トを提供すること、などである。「はるか」と地上局がつくる基線により我々がこれまで未知だった基線長によ
る情報（フラックス密度、コアサイズ、輝度温度など）がえられる。また平行してATCA, VLAによる多波長フ
ラックスモニター、15GHzにおける VLBAのイメージ観測もおこなわれ、各天体の時間変動や、はるか観測と
比べることで同じ分解能で見たスペクトル指数などがわかる。これまでに約２００天体のサーベイ天体が観測さ
れ、解析チームにより統計的な研究成果が出始めた。これまでの解析でわかったことは、１）ほとんどの天体が
「はるか-地上」基線で分解されるものの、概して BL Lac天体は電波クエーサーに比べてコンパクトな傾向にあ
る、２）観測天体のうち約半数の天体は輝度温度（天体共動系）が１０の１２乗Kを越える、などである。


